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学会発表数

社会活動

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

德田洋祐，阿部研二，内田信二，本田純久，Doosub Jahng：職場内のコミュニケーションに対する認識とメ

ンタルヘルス不調の自覚との関係. バイオメディカル・ファジィ・システム学会誌 24(1): 1-6, 2022.

小坂理子，梅崎昌裕：自然と人間の持続的な関係. 臨床栄養 140(6): 818-822, 2022.

小野真代，本田純久：子ども虐待被害と健康関連QOLとの関連に影響を与えるレジリエンスと保護要因の

文献レビュー. 保健学研究 35(1): 11-21, 2022.

大西眞由美，梅崎昌裕，中尾理恵子，川崎涼子，田中準一：地域住民の食生活と腸内細菌叢および体内重

金属曝露の関連. 共済エグザミナー通信 (51): 59-69, 2022.

委員長 長崎県再犯防止推進ネットワーク協議会

大西眞由美・教授 代議員 日本公衆衛生学会

大西眞由美・教授 理事 日本看護学教育評価機構

中尾理恵子，大西眞由美，増田桃佳，梅崎昌裕：長崎県内の3地域における住民の食生活の特徴 食生活に関

わるキーインフォーマントインタビューから. 保健学研究 35(1): 29-36, 2022.

氏名・職

永田康浩，本多由起子，中尾 理恵子，井口　茂：高齢者における居住環境と健康に関する研究. 日本公衆衛

生学会総会抄録集 　: 221, 2022.

柳澤沙也子，中村安秀，大西眞由美：インドネシアにおける高齢者の血圧と保健施設へのアクセスに影響する要因.
日本公衆衛生学会総会抄録集 : 444, 2022.
西原三佳，大西眞由美，中村安秀：東日本大震災復興期における子育て関連要因の経年変化と支援に関する一考
察. 日本公衆衛生学会総会抄録集 : 401, 2022.

大西眞由美：母と子のいのちと健康を守る、日本から世界へ、世界から日本へ! 母と子の健康をまもる縦横の多分野・

多職種連携・協働による社会的包摂. 日本公衆衛生学会総会抄録集 : 75, 2022.

0 0 0 0 2 10

A-a A-b B-a B-b

本田純久・教授 健康ながさき21推進会議小委員会委員 長崎県

本田純久・教授 評議員 日本健康学会

委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

大西眞由美・教授 理事 日本国際保健医療学会

平野裕子・教授 理事 日本健康支援学会

大西眞由美・教授 委員 長崎県精神保健福祉審議会

大西眞由美・教授 委員 全国保健師教育機関協議会

大西眞由美・教授 理事 日本フォレンジック看護学会

大西眞由美・教授

平野裕子・教授 理事 日本保健医療社会学会

大西眞由美・教授 保健事業支援・評価委員会 委員 委員長 長崎県国民健康保険団体連合会

大西眞由美・教授 評議員 日本熱帯医学会

委員 長崎市建築審査会

中尾理恵子・教授 評議員 日本健康学会

中尾理恵子・教授 抄録査読委員 日本看護学会

中尾理恵子・教授 査読委員 全国保健師教育機関協議会

本田純久・教授 代議員 日本疫学会

中尾理恵子・教授 委員 長崎県福祉のまちづくり推進協議会

中尾理恵子・教授 委員長 諫早市地域密着型サービス運営委員会

中尾理恵子・教授 会長
長崎市地域密着型サービス事業者選定審査
会

中尾理恵子・教授 委員 長崎県障害者施策推進協議会

中尾理恵子・教授
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

「ＡＬＳ基金」研究奨励金選考委員 一般社団法人日本ＡＬＳ協会

川崎涼子・准教授 査読委員 日本公衆衛生学会看護学会

川崎涼子・准教授 代議員 日本地域看護学会

川崎涼子・准教授 産業保健相談員
独立行政法人労働者健康安全機構長崎県産
業保健総合支援センター

川崎涼子・准教授 査読委員 一般社団法人日本地域看護学会

柳澤沙也子・助教
「関西グローバルヘルスの集い」運営委
員、機関誌「目で見るWHO」編集委員

公益社団法人日本WHO協会

川崎涼子・准教授 理事 特定非営利活動法人 長崎斜面研究会

川崎涼子・准教授 運営委員 日本ALS協会長崎県支部

川崎涼子・准教授

小坂理子・准教授 ロッテ財団 代表
奨励研究助成（Ｂ）「高齢人口と食料品店
の分布の地理的（ミス）マッチ―全国を対
象とした経時的分析」

大西眞由美・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「薬物事
犯者の地域生活定着を支える司法分野と保
健師の連携・協働体制構築」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

小坂理子・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「栄養転
換の進展と栄養不良の二重負荷―インドネ
シア・スンダ農村での継続的観察調査―」

科学研究費助成事業 基盤研究(C)「子ども
はいかに出生コホート調査参加意識を形成
しインフォームド・アセントに至るのか」

本田純久・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「青年期
における体罰容認意識の関連要因 ―親性準
備性促進プログラム開発に向けてー」

大西眞由美・教授 日本学術振興会 分担
在日外国人の災害対策における特有のニー
ズと共助の担い手としての可能性の探求

大西眞由美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「女性外
国人技能実習生のリプロダクティブヘルス
ニーズに対する支援の構築」

本田純久・教授 日本学術振興会 分担

科学研究費助成事業 基盤研究(C)「イス
ラームを国教とするバングラデシュにおけ
る女性の性機能障害の実態と障害への対
処」

本田純久・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「介護職
員として働きながら親を介護している多重
介護者のストレスマネジメントの実際」

本田純久・教授 国立がん研究センター 分担
がん研究開発費「共同研究グループのデー
タセンター間の連携によるがん治療開発研
究の効率化と質的向上のための研究」

本田純久・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「多文化
共生社会を生きる外国人家事労働者を活用
した高齢者介護モデルの構築」

本田純久・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「高齢者
の介護購買力が家族介護者の仕事と生活に
与える影響」

本田純久・教授 日本学術振興会 分担
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その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

 学術賞受賞

科学研究費助成事業 挑戦的研究(萌芽)「健
診未受診者対応から「自ら支援を求めない
人々」の健康生活実現に向けて」

川崎涼子・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「生活習
慣病等の健康課題をもつ元受刑者への保健
師による健康支援の構造化」

中尾理恵子・教授 公益財団法人かんぽ財団 代表

令和4年度調査研究助成「離島・へき地にお
ける超高齢女性の健康長寿に関連するファ
クターの探索―ポジティブデビアンスの視
点からのインタビュー調査―」

中尾理恵子・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「近隣居
住環境と住民の買物行動及び栄養摂取に関
する調査：フードデザートの観点から」

川崎涼子・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「女性外
国人技能実習生のリプロダクティブヘルス
ニーズに対する支援の構築」

川崎涼子・准教授 日本学術振興会 代表

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

柳澤沙也子・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「地域で
働く看護職によるヤングケアラーの支援に
おける連携体制の構築」

平野裕子・教授 非常勤講師（社会学） 長崎市医師会看護学校

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

平野裕子・教授 非常勤講師（医療社会学） 福岡医健・スポーツ専門学校

小坂理子・准教授
2022年度日本健康学会優秀論文
賞

日本健康学会

The proportion of older
population in Nagasaki,
Japan, is higher in areas
with poor walkability and
accessibility

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

大西眞由美・教授
「国保連合会保健事業支
援・評価委員会」報告会―
自治体へ訪問型支援

国保新聞 2022/1/1

長崎県国民健康保険連合
会支援評価委員会での活
動について、自治体訪問
型支援に係る報告が掲載
された。国民健康保険に
おける医療費適正化およ
び国民の健康寿命の延伸
への貢献が期待できる。
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